
学校番号 116 

 

令和２年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ  ３ 第３学年 Revised POLESTAR  

English Communication Ⅲ  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業は、「話すこと」「書くこと」「聞くこと」「読むこと」という 4 技能

の総合的な力をつける授業です。さまざまな言語材料・言語活動を最大限に活用し、英語の運用能力

を高めましょう。 

・教材で扱われているテーマに対する関心を高め、その背景や文化的意味について学びながら、自分自

身の考えも深めていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位）及び「応用英語Ⅱ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 科目・評価 

・教科書を読んで

理解した英文の

要約を話すこと

ができる。 

・教科書で学習し

た内容について

ペアまたはグル

ープで自分の意

見を話すことが

できる。 

 

コミュ英

Ⅲ 

・ﾍﾟｱﾜｰｸ 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

観察 

応用英語

Ⅱ 

・ﾍﾟｱﾜｰｸ

等言語活

動観察 

・パラグラフライテ

ィングをしっかり身

につけ、聞き手に内

容が伝わる英文を書

くことができる。 

・教科書を読んで理

解した英文のサマリ

ーを英語で書くこと

ができる。 

コ ミ ュ 英

Ⅲ 

・定期考査 

・ｻﾏﾘｰﾗｲﾃｨ

ﾝｸ 

応 用 英 語

Ⅱ 

・定期考査 

英語演習 

A・B ・C 

・定期考査 

・ナチュラルスピ

ードで話される英

文の内容を理解す

ることができる。 

・センター試験レ

ベルのリスニング

問題で７０％以上

正答できる。 

 

コ ミ ュ 英

Ⅲ 

・定期考査 

・リスニン

グテスト 

 

・教科書の文を正確

な発音アクセントで

音読し、内容を相手

に伝えることができ

る。 

・黙読に関してはセ

ンター試験第６問を

１５分以内で問題文

を読み設問に正答す

ることができる。 

コミュ英Ⅲ 

・定期考査 

英語演習 A・

B ・C 

・定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

積極的に言語活動を行い、ｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとしているか

を的確に評価できる方法で実

施 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( 6 時間) 

 
The Future 
of Nursing-
Care Robot 
 

 

ロボット技術
や介護ロボッ
トの機能につ
いて理解を深
める 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ロボットや科学技
術について知ってい
ることや思っている
ことを発言したり聞
こうとしたりする。 

・各セクションを読
む前に、考えている
ことを、ワークシー
トに基づいてペアで
伝え合う。 

・ロボットや科学
技術について自分
考えたことや思っ
ていることを発言
したり聞こうとし
たりしている。 

・ペアでの言語活
動を観察する 

 

「外国語表現の能力」 

・介護ロボットや高
齢化社会について、
簡潔にまとめて話し
たり、書こうとす
る。 

・ペアで自分の将来
の進路について、伝
え合う。 

・介護ロボットや
高齢化社会につい
て、簡潔にまとめ
て話したり、書こ
うとしている。 

・ワークシートを
提出させ、その内
容を取り組み状況
の判断材料として
活用する。 

「外国語理解の能力」 

・介護ロボットの種
類やその役割につい
て理解する。 

・セクションごと
に、Summary を完成
させ、概要を把握す
る。 

・介護ロボットの
種類や役割につい
て理解することが
できる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法を
理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・介護ロボットに
ついて理解してい
る。 

・表現の使用場面
と働きを意識した
定期テストの筆記
テストにおいて、
知識が身に付いて
いるかを判断す
る。 

Lesson ２ 

( 6 時間) 

 
Making 
English the 
Official 
Language 
in the 
Office 
 
 

英語を社内公
用語にした会
社の利点・問
題点について
理解を深める 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英語を公用語にし
ている会社につい
て自分なりに思っ
ていることを積極
的に話す。 

・英語を公用語にし
ている会社につい
て、思っているこ
とをワークシート
に書き出し、ペア
で伝え合う。 

・英語を公用語に
している会社に
ついて思ってい
ることを積極的
に話している。 

・ワークシートを
提出させ、その内
容を取り組み状況
の判断材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づ
き、社内公用語の
利点・問題点につ
いて意見を出しあ
う。 

・社内公用語の利
点・問題点につい
て話し合う。 

・社内公用語の利
点・問題点につ
いて、意見を述
べることができ
る。 

・ペアでの発表の
内容を観察、評価
する。 

「外国語理解の能力」 

・いくつかの日本企
業が英語を公用語
にしている理由を
本文から読み取
る。 

・セクションごと
に、教科書の英問
英答問題に答え、
概要を理解する。 

・いくつかの日本
企業が英語を公
用語にしている
理由について、
理解できる。 

・定期テストの筆
記テストにおい
て内容理解を問
う出題により、
内容理解ができ
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・会社が英語を公
用語にする理由
について理解し
ている。 

・教科書の Task

の課題を使い、
各表現を適切に
使うことができ
るかどうかを評
価する 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( 5 時間) 

 
An 
Appalling 
Waste of 
Food 
 
食品廃棄物に
関する英文を
読み、莫大な
量の食品が捨
てられている
現状について
理解を深める 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・食品廃棄物につい
て、知っているこ
とや思っているこ
とを積極的に話
す。 

・食品廃棄物につい
て、知っているこ
とや思っているこ
とをペアで伝え合
う。 

・食品廃棄物につ
いて、知ってい
ることや思って
いることを積極
的に話してい
る。 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・食品廃棄物を減ら
すためにできるこ
とについて、自分
の意見を述べる。 

・グループで話し合
い、他者の意見を
参考にしながら、
自分の意見を整理
する。 

・食品廃棄物を減
らすためにでき
ることについ
て、自分の意見
を述べることが
できる。 

・ワークシートを
提出させ、その
内容を取り組み
状況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語理解の能力」 

・先進国、特に日本
における食品廃棄の
現状と問題点を理解
する。 

・セクションごと
に、Summary を完
成させ、概要を把
握する。 

・先進国、特に日
本における食品廃
棄の現状と問題点
を理解することが
できる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・食品廃棄問題に
ついて理解して
いる。 

・表現の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson ４ 

( 5 時間) 

 
Mastering 
the Art of 
Living 
 

 

生きる技術を
習得すること
についての文
章を読み、将
来の職業選択
について理解
を深める 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分が将来就きた
職業について、積
極的に話す。 

・自分が将来就きた
職業について、グ
ループで意見を出
し合う。 

・自分が将来就き
た職業につい
て、積極的に話
している。 

・グループで出た
意見をクラスで
発表させる。 

「外国語表現の能力」 

・人生で成功するた
めに大切なことに
ついて、自分なり
に要約文を作成す
る。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・人生で成功する
ために大切なこ
とについて、自
分なりに要約文
を作成すること
ができる。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・「人生の達人」に
ついての老子の言
葉を理解する。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・「人生の達人」に
ついての老子の
言葉を理解する
ことができる。 

・定期テストの筆
記テストにおい
て内容理解を問
う出題により、
内容理解ができ
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・人生での成功の
鍵についての筆
者の考えを理解
している。 

・表現の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( 4 時間) 

 

Understand
ing 
Communica
tion 
without 
Words 
 
 
言葉によらな
い非言語コミ
ュニケーショ
ンも重要な役
割を果たして
いる 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・非言語コミュニケー
ションについて、知
っていることを積極
的に話す。 

・非言語コミュニケ
ーションについて
知っていることペ
アで伝え合う。 

・非言語コミュニ
ケーションにつ
いて積極的に話
している。 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・文化による非言語コ
ミュニケーションの
違いについて、要約
文を作成する。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・文化による非言
語コミュニケー
ションの違いに
ついて、要約文
を作成すること
ができる。 

・ワークシートを
提出させ、その
取り組み状況を
判断材料として
活用する。 

「外国語理解の能力」 

・非言語コミュニケー
ションの文化的背景に
ついて読み取る。 

・セクションごとに
英問英答問題に答
え、概要を理解す
る。 

・非言語コミュニ
ケーションの文化
的背景について読
み取ることができ
る。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の意
味・用法を理解し、
必要があれば自分で
も使用できる。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・非言語コミュニ
ケーションにつ
いて理解してい
る。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson ６ 

( 4 時間) 

 
How to 
Make 
Japan 
“Cool” 
 

今治タオルの
復活と、日本
の繊維産業で
起きた革命に
ついて 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本の産業につい
て、知っていること
を積極的に話す。 

・日本の産業につい
て、グループで話
し合う。 

・日本の産業につ
いて、積極的に
話している。 

・グループで出た
意見をクラスで
発表させる。 

「外国語表現の能力」 

・世界で評価されてい
る日本の産業につい
て、要約文を作成す
る。 

・セクションごとに
Summary を完成
させ、全体として
一つの要約文に仕
上げる。 

・世界で評価され
ている日本の産
業について、要
約文を作成する
ことができる。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・今治タオルの衰退と
復活経緯を読み取
る。 

・セクションごとに
英問英答問題に答
え、概要を理解す
る。 

・今治タオルの衰
退と復活経緯を
読み取ることが
できる。 

・定期テストの筆
記テストにおい
て内容理解を問
う出題により、
内容理解ができ
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の意
味・用法を理解し、
必要があれば自分で
も使用できる。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・今治タオルや日
本の繊維産業に
ついて理解して
いる。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 



単元 

(配当時間) 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 

 

評価方法 

 

Lesson ７ 

( 4 時間) 

 

The Growth 
of 
Dictionarie
s in Japan 
 
 
日本最古の英
和辞書を使っ
た掘達之助と
英和辞典の歴
史について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・外国語の学習や外国
人とのコミュニケー
ションについて、体
験したことを積極的
に話す。 

 

・外国語の学習や外
国人とのコミュニ
ケーションについ
体験していること
をペアで伝えあ
う。 

・外国語の学習や
外国人とのコミ
ュニケーション
について、体験
したことを積極
的に話してい
る。 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・英和辞書の発展や歴
史について、要約文
を作成する。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・英和辞書の発展
や歴史について
要約文を作成す
ることができ
る。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・堀達之助がどのよう
な人物だったのか読み
取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・堀達之助がどの
ような人物だった
のか読み取ること
ができる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の意
味・用法を理解し、
必要があれば自分で
も使用できる。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・英和辞典の歴史
について理解し
ている。 

・言語の使用場面
と働きを意識した
定期テストの筆記
テストにおいて、
知識が身に付いて
いるかを判断す
る。 

Lesson ８ 

( 4 時間) 

 

Questions 
without 
Correct 
Answers 
 
 
人生における
「正解のない
問い」に出会
った際に答え
を出すために
必要なものを
考える 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・学校で学ぶ問題と人
生で直面する問題の
違いについて思って
いることを積極的に
話す。 

・知っていることを
ワークシートに書
き出し、グループ
で話し合う。 

・学校で学ぶ問題
と人生で直面す
る問題の違いに
ついて思ってい
ることを積極的
に話している。 

・グループでの言
語活動を観察す
る。 

「外国語表現の能力」 

・自分がこれまでに直
面した「正解のない問
い」について、自分な
りに考えた意見を書い
てみる。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・自分がこれまで
に直面した「正
解のない問い」
について、自分
なりに考えた意
見を書くことが
できる。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・「Lady, or the 

Tiger?」の物語の内
容を理解する。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・「Lady, or the 

Tiger?」の物語
の内容を理解で
きる。 

・定期テストの筆
記テストにおい
て内容理解を問
う出題により、
内容理解ができ
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の意
味・用法を理解し、
必要があれば自分で
も使用できる。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・『Lady, or the 

Tiger?』という
物語の意味を理
解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

( 4 時間) 

 

World 
Heritage 
Sites: Not 
Always a 
Good Idea? 
 
 
世界文化遺産
に登録された
麗江古城が抱
える問題を読
む 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界遺産に登録さ
れた場所や文化に
ついて知っている
ことを積極的に話
す。 

・知っていることを
ワークシートに書
き出し、グループ
で話し合う。 

・界遺産に登録さ
れた場所や文化
について、知っ
ていることを積
極的に話してい
る。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで発表させ
る。 

「外国語表現の能力」 

・世界遺産に登録さ
れたことによって
引き起こされた麗
江の問題点につい
て、要約文を作成
する。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・世界遺産に登録
されたことによ
って引き起こさ
れた麗江の問題
点について、要
約文を作成する
ことができる。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・麗江古城の文化と
世界遺産登録による
効果について読み取
る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・麗江古城の文化
と世界遺産登録に
よる効果につい
て、読み取ること
ができる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・麗江古城と世界
遺産について理
解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson 10 

( 4 時間) 

 
Space 
Farming 
 

 

宇宙開発や宇
宙で野菜栽培
を行うことの
意義について
理解を深める 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・宇宙農業につい
て、聞いたり知っ
ていることを積極
的に話す。 

・知っていることを
ワークシートに書
き出し、グループ
で話し合う。 

・宇宙農業につい
て、聞いたり知
っていることを
積極的に話して
いる。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで発表させ
る。 

「外国語表現の能力」 

・宇宙農業の利点と
問題点について、
要約文を作成す
る。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・宇宙農業の利点
と問題点につい
て、要約文を作
成することがで
きる。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・宇宙で野菜を栽培
することの重要性に
ついて読み取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・宇宙で野菜を栽
培することの重要
性について読み取
ることができる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・宇宙での野菜栽
培について理解
している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 11 

( 4 時間) 

 

The Art of 
Mnemonics 

 

記憶術の種類
とその歴史に
ついて理解を
深め、現代に
生きる記憶術
を学ぶ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の知っている
「記憶術」などに
ついて、自分なり
に考えた意見を積
極的に話す。 

・知っていることを
ワークシートに書
き出し、グループ
で話し合う。 

・自分の知ってい
る「記憶術」な
どについて、知
っていることを
積極的に話して
いる。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで発表させ
る。 

「外国語表現の能力」 

・「短期記憶」と
「長期記憶」に置
かれている情報の
違いを読み取り、
要約文を作成す
る。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・「短期記憶」と
「長期記憶」に
置かれている情
報の違いを読み
取り、要約文を
作成することが
できる。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・「記憶術」として
挙げられている例
を、読み取り理解す
る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・「記憶術」として
挙げられている例
を、読み取り理解
できる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・さまざまな「記
憶術」があるこ
とについて理解
している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson 12 

( 4 時間) 

 
Why Your 
Brain 
Wants to 
Help One 
Child in 
Need-But 
Not 
Millions 
 
 
人が寄付をす
るときの心理
状況と、どの
ような場合に
人を助けたい
気持ちが萎え
るのか学ぶ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・慈善活動につい
て、体験したり知
っていることを積
極的に話す。 

・知っていることを
ワークシートに書
き出し、グループ
で話し合う。 

・慈善活動につい
て体験したり知
っていることを
積極的に話して
いる。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで発表させ
る。 

「外国語表現の能力」 

・スロヴィックの行
った研究内容と結
果を読み取り、要
約文を作成する。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・スロヴィックの
行った研究内容
と結果を読み取
り、要約文を作
成することがで
きる。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・困っている人を助
けたいと思う気持
ちを減退させる心
理的な理由を読み
取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・困っている人を
助けたいと思う気
持ちを減退させる
心理的な理由を読
み取ることができ
る。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・慈善活動に寄付
をするときの人
の感情について
理解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 13 

( 4 時間) 

 

Rethinking 
Our 
Approach 
to Life 

 

ウルグアイの
元大統領であ
るホセ・ムヒ
カの演説を読
んで、国際社
会の平和と発
展に寄与する
態度を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ホセ・ムヒカ氏に
ついて知っている
ことや思っている
ことを発言しよう
としたり、聞こう
としたりする。 

・知っていることを
ワークシートに書
き出し、グループ
で話し合う。 

・ペアワークなど
のコミュニケー
ション活動に積
極的に参加しよ
うとする。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで発表させ
る。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容を簡潔
にまとめて話した
り、書いたりする
ことができる。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・ペアやグループ
で対話や議論な
どを行い、自分
の考えを自分の
言葉で話すこと
ができる。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・ホセ・ムヒカ氏が
どのような人物か
が理解できる。 

 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・私たちが暮らす
社会についての
ムヒカ氏の主張
が理解できる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・ホセ・ムヒカ氏
の主張について
理解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson 14 

( 4 時間) 

 
A Japanese 
Campaign 
Wants to 
Rewrite the 
Global 
Rules of 
Escalator 
Etiquette 
エスカレータ
ーの乗り方に
ついての文章
を読み、日本
や他の国の習
慣などを学
び、主体的に
社会の形成に
参画する意識
を身につけ
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・エスカレーターの
乗り方のマナーに
ついて読み、日本
での「歩行禁止」
キャンペーンにつ
いて理解を深め
る。 

・知っていることを
ワークシートに書
き出し、グループ
で話し合う。 

・エスカレーター
に乗るときのマ
ナーについて体
験したり知って
いることを積極
的に話してい
る。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで発表させ
る。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容を簡潔
にまとめて話した
り、書いたりする
ことができる。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・本文を読んで、
自分の意見を話
したり、書くこ
とができる。 

・ペアやグループ
で対話や議論な
どを行い、自分
の考えを自分の
言葉で話してい
るか評価する。 

「外国語理解の能力」 

・世界各国でのエス
カレーターの乗り
方が理解できる。 

 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・エスカレーター
での歩行を禁止
する理由が理解
できる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・エスカレーター
歩行禁止キャン
ペーンについて
理解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 13 

( 4 時間) 

 

Rethinking 
Our 
Approach 
to Life 

 

ウルグアイの
元大統領であ
るホセ・ムヒ
カの演説を読
んで、国際社
会の平和と発
展に寄与する
態度を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ホセ・ムヒカ氏に
ついて知っている
ことや思っている
ことを発言しよう
としたり、聞こう
としたりする。 

・知っていることを
ワークシートに書
き出し、グループ
で話し合う。 

・ペアワークなど
のコミュニケー
ション活動に積
極的に参加しよ
うとする。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで発表させ
る。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容を簡潔
にまとめて話した
り、書いたりする
ことができる。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・ペアやグループ
で対話や議論な
どを行い、自分
の考えを自分の
言葉で話すこと
ができる。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・ホセ・ムヒカ氏が
どのような人物か
が理解できる。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・私たちが暮らす
社会についての
ムヒカ氏の主張
が理解できる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・ホセ・ムヒカ氏
の主張について
理解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson 14 

( 4 時間) 

 
A Japanese 
Campaign 
Wants to 
Rewrite the 
Global 
Rules of 
Escalator 
Etiquette 
エスカレータ
ーの乗り方に
ついての文章
を読み、日本
や他の国の習
慣などを学
び、主体的に
社会の形成に
参画する意識
を身につけ
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・エスカレーターの
乗り方のマナーに
ついて読み、日本
での「歩行禁止」
キャンペーンにつ
いて理解を深め
る。 

・知っていることを
ワークシートに書
き出し、グループ
で話し合う。 

・エスカレーター
に乗るときのマ
ナーについて体
験したり知って
いることを積極
的に話してい
る。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで発表させ
る。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容を簡潔
にまとめて話した
り、書いたりする
ことができる。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・本文を読んで、
自分の意見を話
したり、書くこ
とができる。 

・ペアやグループ
で対話や議論な
どを行い、自分
の考えを自分の
言葉で話してい
るか評価する。 

「外国語理解の能力」 

・世界各国でのエス
カレーターの乗り
方が理解できる。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・エスカレーター
での歩行を禁止
する理由が理解
できる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・エスカレーター
歩行禁止キャン
ペーンについて
理解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 15 

( 4 時間) 

 

Why Are 

Children’s 

Books Still 

Promoting 

Gender 

Stereotypes? 

児童書を性別
で分類するこ
とに反対する
キャンペーン
について読
み、性差の固
定概念が及ぼ
す影響につい
て理解を深め
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・性差の固定概念が
反映される本や、
その他の商品につ
いて、知っている
ことや思っている
ことを発言する。 

・児童書を性別で分
類することについ
て、自分なりに考
えた意見を発言し
たり、しっかりと
聞いたりする。 

・ペアワークなど
のコミュニケー
ション活動に積
極的に参加しよ
うとする。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで発表させ
る。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容を簡潔
にまとめて話した
り、書いたりする
ことができる。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・ペアやグループ
で対話や議論な
どを行い、自分
の考えを自分の
言葉で話すこと
ができる。 

・重要な要点を押
さえ、正しい文
法で論理的に書
けているかを判
断する。 

「外国語理解の能力」 

・性別によって分け
られた本の違いが
理解できる。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・児童書を性別で
分類することに
よる弊害が理解
できる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・「レット・ブッ
クス・ビー・ブ
ックス」キャン
ペーンについて
理解している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson 16 

( 4 時間) 

 
The 10,000-

Hour Rule 

成功するため
のルールに関
する文章を読
み、勤労を重
んずる態度に
ついて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・生まれつきの才能
に関する研究につ
いての文章を読
み、才能と努力の
関係についての理
解を深める。 

・勉強や練習を継続
することについて
自分なりに考えた
意見を発言したり
しっかりと聞いた
りする。 

・ペアワークなど
のコミュニケー
ション活動に積
極的に参加しよ
うとする。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで発表させ
る。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容を簡潔
にまとめて話した
り、書いたりする
ことができる。 

・英問英答で概要を
把握し、要点とな
る部分を箇条書き
する。 

・自分の考えを自
分の言葉で話す
ことができる。 

・ペアやグループ
で対話や議論な
どを行い、自分
の考えを自分の
言葉で話してい
るか評価する。 

「外国語理解の能力」 

・エリクソンが行っ
た研究の内容が理
解できる。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・「一万時間の法
則」の意味が理
解できる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・才能と努力の関
係について理解
している。 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 


